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住所不定の結核患者に対するソーシャルワークの課題

キド ノリコ

木戸 宜子

目的　結核病院において，住所不定の患者に対する療養環境整備の援助はソーシャルワークの重

要課題である。今回住所不定の結核患者の生活状況について調査を行い，結核病院における

ソーシャルワークの課題および社会的援助対策の課題を検討した。

方法　路上生活者，住居を設定していない日雇い労働者，入院の為に住居を引き払った者を含

め，住所不定の結核患者の生活問題状況を診療録調査および事例調査から捉え，ソーシャル

・サポート・システムの状況を明らかにした。診療録調査では，平成7年4月1日から平成

8年3月31日までの某結核病院の一病棟（55床）の診療録から住所不定の患者を抽出し，性

別，年齢，入院前の職業・住居援助者の有無，経済状況，入院生活・退院準備への適応状

況，退院先を調査した。事例調査では，14事例を行動および生活上の特徴から3群に分類

し，特徴を把握した。

成績　1年間の調査期間に結核あるいは疑いという診断で同病院に救急搬送された患者は214人，

うち住所不定は22人であった。調査対象病棟では，単身・住所不定患者は14人あり，全員男

性，平均年齢50歳である。職種は，路上生活で無職の他，建設労務，配管工，トラック運転

手など，肉体労働が主で，社会保障制度非加入であった。ほとんどの人が家族とのつながり

が薄く，入院後の経済的援助を生活保護に頼らざるを得ない状況にあった。

結論　事例調査の結果，住所不定の結核患者には，親族などのインフォーマル・サポートの弱

さ，本人のサポート活用能力の弱さがみられた。また行政による援助などのフォーマル・サ

ポートは緊急的，補完的，事後対処的対応が中心になっているという特徴が明らかになっ

た。援助対策としては，予防―治療―フォローアップのプロセスを強調し，各援助関係者の

住所不定の結核患者の療養生活に関する認識や理解，関係機関間の十分な連携協力の援助体

制をつくっていくことが必要である。
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